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コマンド 

ここでは ”不良発生報告書”タブレットシステム作成のために使用されているコマンドを解説します。 

 

各コマンドは組み合わせて使うことも可能です。 

例) if と setText の組み合わせ 

   if("[@0005]==002","setText("@0006","メーカー002")","setText("@0006","メーカー003")"); 

また、複数のコマンドをカンマ区切りで実行することもできます。 

例) setText(“@0001”,”アドレス 0001”); setText(“@0002”,”アドレス 0002”); 

  

コマンド一覧 

● 入力値処理コマンド 

・ setText __________ 指定した場所に文字列を表示する 

・ if  ____________ 条件(数値の比較)により実行するコマンドを変更する 

 

● データベース操作コマンド 

・ setKey ___________ データベース(体験版ではローカル DB(SQLite))保存用のキー値を設定する 

・ read ____________ ローカル DB(SQLite)よりデータを取得し画面に表示する 

 

● 画面制御コマンド 

・ clear ____________ 画面の表示内容を消去する 

・ cameraPreview ____ カメラを起動し、撮影した写真をセルに表示する 

・ drawNote ________ 手書き(フリーハンド) 入力画面を起動し、入力したイメージをセルに表示する。 

 

● 入力規則コマンド 

・ checkDataRange ___ 規格値の範囲チェックを行う 
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各コマンド解説 

● 入力値処理コマンド 

 

指定した場所に文字列を表示する 

setText(“引数 1”,“引数 2”); 

引数 1：アドレス 

引数 2：固定値 or アドレス 

 

内容： 引数 1 に指定したアドレスのセルに、引数 2 の文字列を表示する。 

      引数 2 にアドレスを指定した場合、そのアドレスにセット(画面からの入力値等)されている 

      文字列を引数 1 のアドレスのセルに表示する。 

 

例：  setText(“@2001”,“ABCDE”); 

→文字列 “ABCDE” をアドレス@2001 のセルに表示する。 

 

  体験版(SAMPLE)での使用状況： 

     10 行目で”if”コマンドと組み合わせて使われています。 

     ※”if”コマンドの枠で詳しく解説します。 

 

条件(数値の比較)により実行するコマンドを変更する 

if(“引数 1”,”引数 2”,”引数 3”); 

引数 1：条件式 (固定値 or アドレス) 

引数 2：条件式が真(True)時に実行するコマンド 

引数 3：条件式が偽(False)時に実行するコマンド 

 

内容： 引数 1 に指定した条件式を判断し、真(True)のときは引数 2 のコマンドを、偽(False)の 

ときは引数 3 のコマンドを実行する。“|”(縦線)で区切ることで複数のコマンドを実行する 

ことができる。 

 

使用できる比較演算子 

演算子 説明 

A == B A と B が等しいときに True を返す。 

A != B A と B が等しくないときに True を返す。 

A <> B A と B が等しくないときに True を返す。 

A < B A が B より小さいときに True を返す。 

A <= B A が B より小さいか等しいときに True を返す。 

A > B A が B より大きいときに True を返す。 
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演算子 説明 

A >= B A が B より大きいか等しいときに True を返す。 

A==B && C==D 左の条件式(A==B)と右の条件式(C==D)が両方とも合致したときにだけ、全体の

条件式の結果として True を返す。 

A==B || C==D 左の条件式(A==B)と右の条件式(C==D)のどちらか一方でも合致したとき、全体

の条件式の結果として True を返す。 

 

例：  if("[@1000]>100&&[@1001]>100", 

"setText("@2000","OK")|setText("@2001","OK")", 

"setText("@2000","NG")|setText("@2001","NG")"); 

 

→アドレス@1000 と@1001 が両方とも 100 より大きい値のとき、 

アドレス@2000 と@2001 に“OK”と表示する。 

それ以外の場合は、アドレス@2000 と@2001 に“NG”と表示する。 

 

注意点： 

・コマンドの終わりと、“|”の前後などに、余計なスペースは入れないこと。  

・条件式は、数値の判定となる。 

・if コマンドの後に続けて登録したコマンドは実行されない。 

      （if コマンドの後はカンマ区切りで複数のコマンドを記述できない。） 

 

  体験版(SAMPLE)での使用状況： 

     10 行目の“エンターボタン押し下げ時”に、”if”と”setText”コマンドの組み合わせで 

使われています。 

     ”if”コマンドの中に別の“if”コマンドを組ませることで、多岐分岐を実装しています。 

 

if("[@0005]==001","setText("@0006","メーカー001")", 

"if("[@0005]==002","setText("@0006","メーカー002")", 

"setText("@0006","メーカー003")")"); 

 

→アドレス@0005 の値が“001”のとき、@0006 に”メーカー001”という文字列を配置する。 

  アドレス@0005 の値が“002”のとき、@0006 に”メーカー002”という文字列を配置する。 

  アドレス@0005 の値がどちらでもない(“001”でも”002”でもない)とき、 

@0006 に”メーカー003”という文字列を配置する。 
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      @0005 は”セルタイプ”が”L(リストボックス)”、@0006 は”A(表示)”なので、画面の挙動は 

以下のようになります。 

 

→リストボックス(@0005)で“001”が選択されたとき、@0006 のセルに”メーカー001” 

という文字列を表示する。 

 リストボックス(@0005)で“002”が選択されたとき、@0006 のセルに”メーカー002” 

という文字列を表示する。 

  リストボックス(@0005)で”003”(“001”でも”002”でもない)が選択されたとき、 

@0006 に”メーカー003”という文字列を配置する。 

 

 

 

 

● データベース操作コマンド 

 

データベース保存用のキー値を設定する 

setKey(“引数 1”); 

引数 1：アドレス (カンマ区切りで複数指定可能) 

内容： 引数 1 に指定したアドレスをキー値に設定する。 

    つまり、引数 1 に指定したアドレスをキーとして、DB(体験版では SQLite) 

の検索が可能になります。 

 

例：  setKey(“@0001”); 

→アドレス@0001 をキー値に設定する。 

※アドレス@0001 のセルに入力された値でデータ検索が可能になります。 

※後述する”read”コマンドでデータ検索が実行されます。 
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  体験版(SAMPLE)での使用状況： 

     5 行目の”画面描画時”に使われています。 

     ※”read”コマンドの枠で詳しく解説します。 

 

SQLite よりデータを取得し画面に表示する 

read(); 

  内容：SQLite より、setKey コマンドで設定されたキー値に紐付くデータを取得し、画面に表示する。 

       ※setKey コマンドにてキー値が設定されていない場合、何も行わない。 

 

  体験版(SAMPLE)での使用状況： 

      “setKey”コマンドは 5 行目の”画面描画時”に使われています。 

 

        setKey("@0000");  

         →”画面描画時”(展開時)にアドレス@0000 をキー値に設定します。 

 

      “read”コマンドは 34 行目の”エンターキー押し下げ時”に使われています。 

      34 行目のアドレス@9902 は”セルタイプ”が”B(ボタン)”なので、このボタン(呼出)が 

押されたときに、”setKey”にセットされたアドレス@0000 でデータ検索を行い、 

画面に結果を表示します。 
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● 画面制御コマンド 

 

画面の表示内容を消去する 

clear(); 

内容： 画面の表示内容を消去する。 

SQLite 内に登録されている入力データは消去されず、内部に保持されたままとなる。 

 

  体験版(SAMPLE)での使用状況： 

      “setKey”コマンドは 33 行目の”エンターキー押し下げ時”に使われています。 

      33 行目のアドレス@9901 は”セルタイプ”が”B(ボタン)”なので、このボタン(クリア)が 

押されたときに、画面の入力情報をクリアします。 

 

 

カメラを起動し、撮影した写真をセルに表示する 

cameraPreview(“引数 1”,“引数 2”); 

引数 1：アドレス 

引数 2：写真ＩＤ 

内容：カメラを起動。 

引数 1 に指定したアドレスのセルに、撮影した写真を表示する。 

引数 2 の写真ＩＤは、写真を識別するために使用される。  

 

例：  cameraPreview(“@2001”,“photo1”); 

→カメラを起動し、撮影した写真をアドレス@2001 のセルに表示する。 
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  体験版(SAMPLE)での使用状況： 

      “cameraPreview”コマンドは 30 行目の”エンターキー押し下げ時”に使われています。 

 

        cameraPreview("@0026","photo1"); 

         →カメラを起動し、撮影した写真をアドレス@2006 のセルに表示する。 

 

     30 行目のアドレス@0025 は”セルタイプ”が”B(ボタン)”なので、このボタンが押されたときに 

     カメラが起動し、撮影された写真はアドレス@0026 のセル(“セルタイプ”:”A(表示)”)に 

表示されます。 

 

手書き(フリーハンド)入力用画面を起動し、そのイメージをセルに表示する 

drawNote(“引数 1”,“引数 2”,”引数 3”); 

引数 1：アドレス 

引数 2：空白(“”) or “photo” 

引数 3：イメージＩＤ 

内容： 手書き(フリーハンド入力)用の画面を起動。 

引数 1 に指定したアドレスに、手書き入力後のイメージを表示する。 

引数 3 のイメージＩＤは、手書きイメージを識別するために使用される。  

 

引数 2 に”photo”が指定された場合、撮影された写真の上に手書き入力できる。 

その場合、引数 3 には手書き対象の写真 ID を指定する。引数 1 はその写真が表示されている 

アドレス(セル)を選択すること。 
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例 1： drawNote(“@2001”,””,“image1”); 

→手書き入力用画面を起動し、入力後のイメージをアドレス@2001 のセルに表示する。 

 

 

例 2： drawNote(“@2001”,”photo”,“photo1”); 

     →(前提：写真 ID “photo1”で撮影(cameraPreview)された写真が@2001 にあること。) 

アドレス@2001 のセルに表示されている写真に手書き入力できる。 

        入力後の写真(手書き入力済み)をアドレス@2001 のセルに表示する。 

 

  体験版(SAMPLE)での使用状況： 

      “drawNote”コマンドは 28 行目と 32 行目の”エンターキー押し下げ時”に使われています。 

 

      ・28 行目 

         drawNote("@0024","","biko1"); 

          →手書き入力用画面を起動し、入力後のイメージをアドレス@0024 のセルに表示。 

 

     28 行目のアドレス@0023 は”セルタイプ”が”B(ボタン)”なので、このボタンが押されたときに, 

手書き入力用画面が起動し、入力後のイメージがアドレス@0024 のセルに表示されます。 
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      ・32 行目 

         drawNote("@0026","photo","photo1"); 

          →(前提 ：写真 ID”photo1”で撮影(cameraPreview)された写真が@0026 にあること。) 

           アドレス@0026 のセルに表示されている写真に手書き入力し、 

           入力後の写真(手書き入力済み)をアドレス@0026 のセルに表示する。 

 

     32 行目のアドレス@0027 は”セルタイプ”が”B(ボタン)”なので、このボタンが押されたときに, 

手書き入力用画面が起動し、指定した写真 ID の写真上に書込みができます。 

入力後のイメージはアドレス@0026 のセルに表示されます。 

 

● 入力規則コマンド 

 

規格値の範囲チェックを行う 

checkDataRange(“引数 1”,“引数 2”); 

引数 1：アドレス 

引数 2：規格値範囲外の時に表示するメッセージ 

 

内容：引数 1 に指定したアドレスのデータが、規格値範囲に指定した範囲外の場合に 

引数 2 のメッセージを表示する。 

 

例：  checkDataRange(“@1004”,“規格値ｴﾗｰ”); 

→アドレス@1004 の値が指定した規格値範囲外の場合、“規格値ｴﾗｰ” とメッセージを表示する。 

 

  体験版(SAMPLE)での使用状況： 

      “checkDataRange”コマンドは 7 行目の”エンターキー押し下げ時”に使われています。 

※詳細は規約ページ(P31～)を参照。 




